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は
じ
め
に

二
〇
〇
六
年
、
合
山
究
に
よ
っ
て
明
清
時
代
の
文
学
や
文
化
と
女
性
と
の
か
か
わ
り
を
詳
細
に
論
じ
た
画
期
的
な
著
作

『

明
清
時
代

の
女
性
と
文
学』

(

汲
古
書
院)

が
上
梓
さ
れ
た
。
そ
の
第
四
篇

｢

巾
幗
鬚
眉
論｣

で
は
、
女
子
尚
武
の
系
譜
が
取
上
げ
ら
れ
る
と
同
時

に
、
当
時
は
女
性
の

｢

男
性
ら
し
さ
を
も
っ
た
作
品
が
高
く
評
価
さ
れ
る
反
面
、
逆
に
女
性
的
情
調
を
も
っ
た
作
品
が
貶
め
ら
れ
、
低

く
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実｣

(｢

序
文｣
を
参
照)

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
小
論
で
は
、
氏
の
論
考
を
踏
ま
え
つ
つ
、
清
乾
嘉
期
に
多
方
面
に
わ
た
っ
て
業
績
を
あ
げ
た
閨
秀
詩
人
王
貞
儀

(

乾
隆
三
十
三

年
〜
嘉
慶
二
年
、
一
七
六
九
〜
九
七)

を
対
象
と
し
て
、
彼
女
の

｢

脂
粉
の
気
を
除
去
す
る｣

説
、
及
び
そ
の
主
張
に
基
づ
く
創
作
の
様
相

を
考
察
し
て
い
く

(

１)

。
ま
た
、
王
貞
儀
が
ど
の
よ
う
な
女
性
を
自
分
の
生
き
方
の
モ
デ
ル
と
し
た
の
か
に
も
注
目
し
な
が
ら
、
女
性
の
才

能
が
高
く
評
価
さ
れ
た
時
代
の
中
で
展
開
し
て
い
っ
た
才
媛
の
精
神
的
動
向
、
及
び
清
代
女
流
文
学
史
上
に
お
け
る
王
貞
儀
の
評
価
を

も
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
引
用
し
た
王
貞
儀
の
著
作

『

徳
風
亭
初
集』

十
三
巻
は
、
蒋
国
榜
編

『

金
陵
叢
書』

丁
集

に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

一

王
貞
儀
の
経
歴
と
著
作

で
は
、
ま
ず

『

清
史
稿』

｢

巻
五
百
八
・
列
女
一｣

か
ら
、
彼
女
の
略
歴
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

�

枚
妻
王
、
名
貞
儀
、
字
徳
卿
。
枚
、
無
為
人
、
貞
儀
、
泗
州
人
、
而
家
江
寧
。
祖
者
輔
、
官
宣
化
知
府
、
坐
事
戍
吉
林
。
貞
儀
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年
十
一
、
者
輔
卒
戍
所
、
従
父
錫�
奔
喪
、
因
僑
居
吉
林
、
侍
祖
母
董
、
読
書
学
騎
射
。
十
六
還
江
南
、
又
従
錫�

客
京
師
、
転

徙
陝
西
、
湖
北
、
広
東
。
二
十
五
帰
於
枚
、
後
五
年
、
嘉
慶
二
年
、
卒
。

�
枚
の
妻
、
王
、
名
は
貞
儀
、
字
は
徳
卿
。
枚
は
、
無
為
の
人
、
貞
儀
は
、
泗
州
の
人
に
し
て
、
江
寧
に
家
す
。
祖
は
者
輔
に
し

て
、
宣
化
知
府
に
官
た
る
も
、
事
に
坐
し
て
吉
林
に
戍
す
。
貞
儀
、
年
十
一
に
し
て
、
者
輔
、
戍
所
に
卒
し
、
父
錫�

に
従
い
奔

喪
し
て
、
因
り
て
吉
林
に
僑
居
し
、
祖
母
董
に
侍
し
、
書
を
読
み
騎
射
を
学
ぶ
。
十
六
に
し
て
江
南
に
還
り
、
又
、
錫�

に
従
い

京
師
に
客
た
り
て
、
陝
西
、
湖
北
、
広
東
に
転
徙
す
。
二
十
五
に
し
て
枚
に
帰
ぎ
、
後
五
年
、
嘉
慶
二
年
に
、
卒
す
。

王
貞
儀
の
夫
は�
枚
、
字
は
文
木
、
在
野
の
文
人
で
あ
っ
た
。
祖
父
王
者
輔

(

？
〜
一
七
八
二)

は
海
豊

(

山
東
省)

県
令
、
宣
化

(

河
北
省)

知
府
な
ど
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る

(

２)

。
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
彼
女
は
祖
父
の
豊
富
な
蔵
書
を
渉
猟
し
、
幅
広
く
知
識
を
吸
収

し
た
と
い
う

(

３)

。

王
貞
儀
の
生
涯
を
通
観
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
住
居
は
江
蘇
省
江
寧
に
あ
っ
た
王
貞
儀
が
、
少
女
期
に
父
に
従
い
、
祖
父
の
死
を
と

む
ら
う
た
め
に
吉
林
省
に
奔
葬
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

『

徳
風
亭
初
集』

巻
十
所
収
の

｢

吉
林
雑
作｣
、｢

吉
林
雑
詩
二
首
存
一｣

、｢

吉
林
塗
中｣

の
よ
う
な
異
様
な
迫
力
に
満
ち
た
詩
は
、

清
代
女
性
の
記
し
た
東
北
吉
林
の
風
土
、
飲
食
、
風
俗
な
ど
の
資
料
と
し
て
も
価
値
が
あ
る
。
次
に
、
彼
女
が
吉
林
の
松
花
江
で
暴
風

雨
に
遭
遇
し
た
際
に
、
雷
が
轟
き
、
空
一
面
を
砂
埃
が
覆
う
北
方
の
厳
し
い
気
候
風
土
を
詠
じ
た
詞

｢

踏
莎
行
松
花
江
望
雨｣

(『

徳
風

亭
初
集』

巻
十
三)

を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。

黒
水
驚
流
、
黄
雲
隠
霧
。
迷
茫
新
翠
埋
千
樹
。

黒
水
は
驚
流
し
、
黄
雲
は
霧
を
隠
す
。
迷
茫
た
る
新
翠

千
樹
に
埋
む
。

片
帆
剛
渡
半
江
煙
、
不
知
何
処
吹
来
雨
。｣

片
帆
剛は
じ

め
て
渡
る

半
江
の
煙
、
知
ら
ず
何
れ
の
処
よ
り
雨
を
吹
き
来
た
る
や
。

噴
雪
濤
飛
、
搏
沙
風
駐
。
翻
盆
掛
瀑
横
空�
。

噴
雪

濤な
み

は
飛
び
、
沙
を
搏
ち
て
風
駐う

ず

ま
く
。
翻
盆
の
掛た

瀑き

空
を
横
ざ
ま
に

風
波
如
此
棹
回
船
、
猩
紅
一
線
雷
車
舞
。｣�

ひ
ろ

が
り
。
風
波
此
の
如
く

回
船
に
棹
さ
せ
ば
、
猩
紅
の
一
線

雷
車
舞
う
。

こ
の
吉
林
省
滞
在
を
き
っ
か
け
に
、
王
貞
儀
は
ト
太
夫
人
に
師
事
し
、
更
に
白
鶴
仙
、
陳
宛
玉
、
呉
小
蓮
と
い
っ
た
才
媛
た
ち
と
の

知
的
な
交
遊
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
だ
っ
た

(

４)

。
ト
太
夫
人
と
は
、
陳�
斎
侍
御
の
妻
、
ト
謙
爻
で
あ
る
。
陳�
斎
は
王
者
輔
と
親
密
な

交
友
関
係
に
あ
っ
た
が
、
王
貞
儀
ら
が
吉
林
に
滞
在
し
て
い
る
時
に
、
ち
ょ
う
ど
陳�
斎
が
吉
林
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る

(

５)

。
そ
の
た

清
代
の
閨
秀
詩
人
王
貞
儀
に
つ
い
て
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め
王
貞
儀
は
ト
太
夫
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
白
鶴
仙
は
大
興

(

北
京)

の
人
で
、
広
西
桂
林
の
役
人
胡
宗
緒
の
妻
で
あ
る
。

胡
宗
緒
は
海
賊
の
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
た
め
、
吉
林
に
流
さ
れ
、
そ
れ
に
妻
の
白
鶴
仙
も
随
行
し
た

(

６)

。
陳
宛
玉
は
ト
謙
爻
夫
人
の
孫

娘
で
あ
る
。
呉
小
蓮
の
履
歴
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
吉
林
に
い
た
時
に
、
王
貞
儀
は
モ
ン
ゴ
ル
の
阿
将
軍
の
夫
人
の
教
え
に
よ
り
、
騎
馬
と
射
撃
の
技
を
身
に
つ
け
て
い
る

(

７)

。
つ
ま

り
、
彼
女
は
淑
や
か
な
才
女
で
あ
る
と
と
も
に
、
因
習
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
闊
達
な
女
性
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

王
貞
儀
に
は

『
徳
風
亭
初
集』

十
四
巻

『

二
集』

六
巻
、『

術
算
簡
存』

五
巻
、『

星
象
図
釈』

二
巻
、『

象
数
窺
餘』

四
巻
、『

文
選

詩
賦
参
詳』

十
巻
、『
繍
帙
餘
箋』

十
巻
、『

籌
算
易
知』

、『

重
訂
策
算
証
訛』

、『

西
洋
籌
算
増
刪』

、『

女
蒙
拾
誦』

、『

沈�
囈
語』

各

一
巻
な
ど
の
著
書
が
あ
っ
た
。
わ
ず
か
三
十
歳
で
卒
し
た
彼
女
は
、
天
文
、
暦
算
、
医
学
な
ど
、
広
い
分
野
に
わ
た
る
専
門
知
識
を
有

し
、
尋
常
な
ら
ざ
る
才
能
を
発
揮
し
て
お
り
、
中
国
の
天
文
暦
算
史
に
名
を
残
す
数
少
な
い
女
性
の
一
人
で
も
あ
っ
た

(

８)

。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
現
存
す
る
王
貞
儀
の
著
作
は
、『

徳
風
亭
初
集』

文
九
巻
、
詩
三
巻
、
詞
一
巻
の
み
に
過
ぎ
な
い
。『

徳
風
亭

初
集』

十
三
巻
の
伝
来
に
関
し
て
、
安
徽
省
桐
城
の
古
文
家
蕭
穆
は

『

敬
孚
類
稿』

巻
十
三

｢

女
士
王
徳
卿
伝｣

で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

将
歿
、
謂
其
夫
文
木
曰
、
君
門
祚
薄
、
無
可
為
者
。
妾
今
先
死
、
不
為
不
幸
。
吾
生
平
手
稿
、
其
為
我
尽
至�
夫
人
。�

夫
人
能

彰
我
於
身
後
者
也
。
夫
如
其
言
。�
夫
人
総
為
一�
、
嚢
珍
襲
之
、
時
嘉
慶
二
年
也
。
後
六
年
、
嘉
興
銭�
石
給
諌
訪
其
姑�

夫

人
、
於
黎
里
得
諸
稿
本
。

将
に
歿
せ
ん
と
し
て
、
其
の
夫
文
木
に
謂
い
て
曰
く
、｢
君
の
門
は
祚
い
薄
く
し
て
、
為
す
べ
き
者
無
し
。
妾
の
今
、
先
に
死
す

る
は
、
不
幸
と
為
さ
ず
。
吾
が
生
平
の
手
稿
は
、
其ね

が

は
く
は
我
が
為
に
尽
く�
夫
人
に
至
せ
。�
夫
人
は
能
く
我
を
身
後
に
彰
ら

か
に
す
る
者
な
り｣

と
。
夫
、
其
の
言
の
如
く
す
。�
夫
人
、
総
じ
て
一�
と
為
し
、
嚢
珍
し
て
之
を
襲
す
、
時
に
嘉
慶
二
年
な

り
。
後
六
年
に
し
て
、
嘉
興
銭�
石
給
諌
、
其
の
姑�
夫
人
を
訪
れ
、
黎
里
に
於
て
諸
稿
本
を
得
た
り
。

�
夫
人
と
は
、�
嘉
珍
の
妻
銭
与
齢

(

一
七
六
三
〜
一
八
七
二)

で
あ
る
。
銭
与
齢
は
沈
徳
潜
と
並
ん
で

｢

東
南
二
老｣

と
称
せ
ら
れ

た
銭
陳
群
の
孫
女
で
あ
る
。
銭
陳
群
の
母
陳
書
は
乾
隆
期
の
有
名
な
女
画
家
で
あ
っ
た
。
銭
与
齢
も
幸
い
に
陳
書
の
伝
授
を
得
て
、
詩

だ
け
で
な
く
、
画
を
も
善
く
し
た

(

９)

。
王
貞
儀
は
自
分
の
著
作
を
銭
与
齢
に
珍
蔵
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
閨
秀
詩
人
と
し
て
の
名
を
と
ど

�
中
国
文
学
論
集

第
三
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�
ろ
か
す
希
望
を
女
性
に
托
し
た
好
例
を
示
し
て
く
れ
た
。

嘉
慶
の
進
士
で
、
当
時
諌
官
で
あ
っ
た
銭
儀
吉

(�
石)

は
、
王
貞
儀
の
著
作
を
読
ん
で
、｢

其
詩
文
皆
質
実
説
事
理
、
不
為
藻
采｣

(

其
の
詩
文
は
皆
質
実
に
し
て
事
理
を
説
き
、
藻
采
を
為
さ
ず)

(『�
石
斎
記
事
稿』

巻
三

｢

術
算
簡
存
序｣)

と
評
し
て
い
る
。
更
に
、
道
光

の
挙
人
朱
緒
曾
は
咸
豊
五
年

(

一
八
五
五)

、
儀
吉
の
弟
泰
吉
を
通
し
て

『

徳
風
亭
初
集』

を
手
に
入
れ
、
は
じ
め
て

『

金
陵
詩
徴』

に

編
入
し
た
と
い
う

(�)
。

二

王
貞
儀
の
文
学
主
張

先
に
取
り
上
げ
た
銭
儀
吉
に
よ
る
王
貞
儀
の
詩
文
の
評
価
を
読
む
と
、
彼
女
の
詩
文
に
は
、
道
理
を
述
べ
、
麗
辞
の
使
用
を
戒
め
る

傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
王
貞
儀
の
著
作
意
識
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、
ま
ず
彼
女
が
当
時
の
閨
秀
詩
人
の
詩
文
を
評

価
し
た
際
の
基
準
と
な
る
も
の
を
、
い
く
つ
か
掲
げ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

安
徽
省
桐
城
の
人
で
、
官
は
文
華
殿
大
学
士
に
至
っ
た
張
英
の
娘
張
令
儀
に
つ
い
て
、
王
貞
儀
は

｢

姚
母
張
太
夫
人
伝｣

(『

徳
風
亭

初
集』

巻
二)

に
お
い
て

｢

巾
幗
而
有
鬚
眉
志
、
太
傅
異
而
愛
之
、
…
…
、
為
詩
文
皆
近
於
古
、
無
香
奩
之
派｣

(

巾
幗
に
し
て
鬚
眉
の

志
有
り
、
太
傅
、
異
と
し
て
之
を
愛
す
、
…
…
、
詩
文
を
為
る
に
皆
古
に
近
く
、
香
奩
の
派
無
し)

と
述
べ
て
い
る
。
女
性
で
あ
り
な

が
ら
烈
々
た
る

｢

鬚
眉
の
志｣

を
持
ち
、
さ
ら
に
男
女
の
情
愛
を
詠
じ
る
艶
詩
か
ら
脱
却
し
て
い
る
張
令
儀
の
作
詩
趣
向
は
、
大
い
に

賞
讃
さ
れ
て
い
る
。

な
お
王
貞
儀
は
、
閨
秀
詩
人
周
載
芳
の
男
性
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
詩
に
つ
い
て
も
、｢

以
夫
人
之
所
作
、
直
可
方
于
鬚
眉
而
比｣

(

夫

人
の
作
る
所
を
以
て
、
直
ち
に
鬚
眉
に
方
し
て
比
す
べ
し)

(『
徳
風
亭
初
集』

巻
一

｢

周
夫
人
詩
集
序｣)

と
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。

一
方
、
王
貞
儀
の
詩
は
友
人
胡
慎
容
の
妹
に
よ
っ
て
、
女
性
な
ら
で
は
の
感
性
を
失
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
注
意
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る

(�)

。
こ
の
意
見
に
対
し
て
、
王
貞
儀
は
胡
慎
容
宛
て
の
手
紙
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
強
く
異
議
を
申
し
立
て
て
い
る
。｢

正
愧

不
能
尽
去
閨
閣
之
面
目
、
而
不
意
令
妹
夫
人
之
教
余
者
、
反
在
是
也
。
此
則
尚
祈
夫
人
転
達
令
妹
、
急
留
意
古
歌
詩
中
、
細
為
講
論
思

索
其
法
律
格
調
、
俾
他
日
樹
閨
中
之
幟｣

(

正
に
閨
閣
の
面
目
を
尽
く
は
去
る
能
わ
ざ
る
こ
と
を
愧
ず
る
に
、
而
も
意お
も

わ
ざ
り
き
令
妹

夫
人
の
余
に
教
う
る
者
の
、
反
て
是
に
在
り
と
は
。
此
に
則
ち
尚
祈
す
ら
く
は
夫
人
、
令
妹
に
転
達
せ
よ
、
急
ぎ
て
意
を
古
歌
詩
の
中
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に
留
め
、
細
か
く
其
の
法
律
格
調
を
講
論
思
索
す
る
を
為
し
て
、
他
日
閨
中
の
幟
を
樹
た
し
め
よ
と
。)

(『

徳
風
亭
初
集』

巻
四

｢

答
胡
慎
容

夫
人｣)
。

王
貞
儀
が
友
人
の
妹
の
意
見
に
忌
憚
な
く
反
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
そ
の
烈
し
い
性
格
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
彼
女
の

｢

格
律
を
重
ん
じ
る｣

と
い
う
意
見
か
ら
、
そ
の
作
詩
主
張
は
詩
の
風
格
と
音
調
の
典
雅
と
を
尊
ぶ
沈
徳
潜
の
格
調
説

に
近
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
因
み
に
、
彼
女
は
文
章
に
つ
い
て

｢

蓋
文
章
一
道
、
断
不
可
無
故
而
作
、
…
…
必
有
道
以
寓
乎
其
中
、

為
文
也
、
或
忠
烈
、
或
節
義
、
…
…
此
所
謂
文
以
載
道
也｣

(

蓋
し
文
章
の
一
道
は
、
断
じ
て
故
無
く
し
て
作
る
べ
か
ら
ず
、
…
…
必

ず
道
の
以
て
其
の
中
に
寓
す
る
こ
と
有
り
て
、
文
と
為
る
な
り
、
或
い
は
忠
烈
、
或
い
は
節
義
、
…
…
此
れ
所
謂

｢

文
は
以
て
道
を
載

す｣

な
り
。)

(『

徳
風
亭
初
集』
巻
四

｢

答
方
夫
人
第
一
書｣)

と
明
ら
か
に
載
道
的
立
場
を
掲
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
精
神
の
自
由
を
尊

び
、｢

主
情
的｣

文
学
を
唱
え
た
袁
枚
と
は
違
っ
て
、
王
貞
儀
の
執
筆
態
度
は
厳
粛
を
極
め
た
も
の
で
、
伝
統
的
な
儒
家
理
念
を
重
視

す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
女
性
が
文
学
に
携
わ
る
時
、
男
性
的
要
素
が
重
視
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
合
山
究
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る

(�)

。
長

い
間
、
女
性
は
文
学
の
世
界
か
ら
排
斥
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
文
事
は
男
性
の
職
分
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
女
性
の
心
に
固
く
残
っ
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
女
性
は
男
性
の
文
芸
を
学
ぶ
時
、
男
性
文
芸
へ
の
同
化
を
目
指
し
、
男
性
的
な
雄
大
な
気
象
が
重
視
さ
れ
た
の
で

あ
る
、
と
。

疑
い
も
な
く
当
時
王
貞
儀
は
群
を
抜
い
た
閨
秀
詩
人
で
あ
っ
た
。
相
当
な
優
越
感
を
持
っ
て
い
た
彼
女
は

｢

然
性
孤
僻
、
不
能
接
納

名
媛
才
女
、
相
与
講
論
、
而
目
前
之
所
称
名
媛
才
女
者
、
亦
不
足
以
究
学
問
、
…
…
、
所
謂��
涼
涼
、
自
笑
以
為
殆
閨
中
之
狂
士
也｣

(

然
れ
ど
も
性
、
孤
僻
に
し
て
、
名
媛
才
女
を
接
納
し
て
、
相
与
に
講
論
す
る
能
わ
ず
、
而
も
目
前
の
名
媛
才
女
と
称
す
る
所
の
者
は
、

亦
た
以
て
学
問
を
究
む
る
に
足
ら
ず
、
…
…
、
所
謂��
涼
涼
に
し
て
、
自
ら
笑
い
て
以
為
ら
く
、
殆
ん
ど
閨
中
の
狂
士
な
り
と
。)

(『

徳
風
亭
初
集』

巻
一

｢

周
夫
人
詩
集
序｣)

と
、
今
の
才
媛
の
学
問
は
取
る
に
足
り
な
い
も
の
だ
と
手
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
自
ら
孤
高

に
し
て

｢

閨
中
の
狂
人｣

で
あ
る
こ
と
を
自
負
し
て
い
る
。

あ
く
の
強
い
個
性
に
徹
し
た
王
貞
儀
は

｢

上
徐
静
雍
夫
人
書｣

(『

徳
風
亭
初
集』
巻
四)

で

｢

儀
也
頑
拙
、
平
生
頗
以
気
節
自
恃
、
又

不
屑
依
違
脂
粉
香
艶
鄙
俗
之
習
、
是
以
誉
始
興
而
毀
旋
起
、
而
不
免
忌
刻
排
擠｣

(
儀
や
頑
拙
に
し
て
、
平
生
頗
る
気
節
を
以
て
自
ら
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恃
み
、
又
脂
粉
・
香
艶
・
鄙
俗
の
習
に
依
違
た
る
を
屑
し
と
せ
ず
、
是
を
以
て
誉
れ
始
め
て
興
る
も
毀
り
旋
ち
起
り
て
、
忌
刻
排
擠
を

免
れ
ず
。)

と
、
艶
か
し
い

｢

女
性
ら
し
い｣

詩
風
に
染
ま
る
の
を
潔
し
と
し
な
い
が
た
め
に
、
人
々
に
排
斥
さ
れ
た
事
情
を
述
べ
て

い
る
。
当
時
、
世
間
の
王
貞
儀
に
対
す
る
評
価
は
、
毀
誉
褒
貶
相
半
ば
し
て
い
た
ら
し
い
が
、『

徳
風
亭
初
集』

を
調
べ
た
限
り
で
は
、

彼
女
と
文
学
を
介
し
て
の
交
遊
関
係
の
あ
っ
た
主
な
才
媛
は
、
上
に
取
り
上
げ
た
胡
慎
容
と
周
載
芳
、
及
び
吉
林
で
知
り
合
っ
た
閨
秀

詩
人
た
ち
の
ほ
か
に
、
随
園
女
弟
子
の
駱
綺
蘭

(『

随
園
女
弟
子
詩
選』

巻
三)

・
陳
淑
蘭

(『

随
園
女
弟
子
詩
選』

巻
四)

・
徐
裕
馨
や
安
徽
省
出

身
の
許
燕
珍
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

(�)
。

三

王
貞
儀
の
詩
に
つ
い
て

で
は
、
王
貞
儀
は
そ
の
文
学
主
張
に
基
づ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
詩
を
詠
ん
で
き
た
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
彼
女
は

｢

題
架
上
鷹｣

(『

徳
風
亭
初
集』

巻
十)

に
お
い
て
、｢
縮
項
坐
秋
風
、
雄
心
冷
如
鶩
、
何
時
脱
錦�
、
怒�
摩
霄
去｣

(

項
を
縮
め
て
秋
風
に
坐
し
、
雄

心
は
冷
き
こ
と
鶩
の
如
し
、
何
れ
の
時
に
か
錦�
を
脱
し
、
怒�
し
て
霄
を
摩
し
去
ら
ん)

と
詠
じ
、
鷹
の
姿
に
自
己
を
投
影
し
て
い

る
。
い
つ
の
日
か
果
て
し
な
い
空
に
飛
び
立
と
う
と
す
る
鷹
の
逸
気
、
そ
れ
は
、
人
間
世
界
に
埋
没
す
る
こ
と
を
肯
じ
な
い
彼
女
の
強

烈
な
願
望
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

ま
た
彼
女
は
、
広
い
世
界
に
対
す
る
憧
憬
と
、
そ
れ
が
か
な
え
ら
れ
な
い
こ
と
へ
の
焦
燥
感
を
、｢

題
女
中
丈
夫
図｣

と
い
う
生
涯

の
雄
篇
で
詠
じ
て
い
る
。

１
君
不
見

木
蘭
女

娉�
弱
質
随
軍
旅

君
見
ず
や

木
蘭
女
、
娉�
弱
質
に
し
て
軍
旅
に
随
い
、

３
代
父
従
軍
十
二
年

英
奇
誰
識
閨
中
侶

父
に
代
り
て
従
軍
す
る
こ
と
十
二
年
、
英
奇

誰
か
識
る

閨
中
の
侶
な
る
を
。

５
又
不
見

大
小
喬

陰
符
熟
読
諳�
韜

又
見
ず
や

大
小
喬
、
陰
符
を
熟
読
し�
韜
を
諳
ん
じ
、

７
一
十
三
篇
同
指
授

不
教
夫
婿
称
雄
豪

一
十
三
篇

同
に
指
授
せ
ら
れ
、
夫
婿
を
し
て
雄
豪
を
称
せ
し
め
ず
。

９
得
毋
記
載
真
非
果

記
載
無
き
を
得
る
も

真
に
果
に
非
ざ
る
か
。

10
誰
把
虚
声
譲
婀
娜

誰
か
虚
声
を
把
り
て

婀
娜
に
譲
ら
ん
。

11
当
時
女
傑
徒
聞
名

当
時
の
女
傑

徒
ら
に
名
を
聞
く
の
み
に
し
て
、
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12
毎
恨
古
人
不
見
我

毎
に
古
人
の
我
を
見
ざ
る
を
恨
む
。

詩
の
冒
頭
の
部
分
で
は
、
木
蘭
や
大
喬
・
小
喬
の
、
兵
法
に
通
じ
た

｢

巾
幗
英
雄｣

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
際
立
た
せ
た
上
で
、
彼

女
た
ち
の
名
前
が
史
書
で
は
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
不
平
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
続
い
て
、
王
貞
儀
は

｢

女
中
丈
夫｣

を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
画
を
見
な
が
ら
、
女
丈
夫
の
勇
気
と
雄
々
し
さ
を
存
分
に
発
揮
し
た
活
躍
ぶ
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
想
像
し
て
い
る
。

13�
来
忽
覩
傾
城
色�
来

忽
ち
に
覩
る

傾
城
の
色
、

14
青
娥
冶
貌
憑
調
墨

青
娥

冶
貌

調
墨
に
憑
る
。

15
恍
然
驚
詫
女
票
姚

恍
然
と
し
て
女
票
姚
な
る
に
驚
詫
す
、

16
擲
戟
揮
戈
情
自
得

戟
を
擲
し

戈
を
揮
い

情
自
得
す
。

17
梅
肢
柳
領
芙
蓉
面

梅
肢

柳
領

芙
蓉
の
面
、

18
裳
繋
鸞
環
腰
宝
剣

裳
に
鸞
環
を
繋
げ

宝
剣
を
腰
に
す
。

19
莫
邪
為
婦
干
将
夫

莫
邪
は
婦
為
り

干
将
は
夫
た
り
。

20
霜
花
繍
出
龍
班
艶

霜
花

繍
い
出
し
て

龍
班

艶
か
な
り
、

21
乍
看
疑
是
虞
兮
妝

乍
ち
看
る

是
れ
虞
兮
妝
な
る
か
と
疑
い
、

22
対
面
猶
疑
聶
隠
娘

対
面
し
て

猶
お
聶
隠
娘
な
る
か
と
疑
う
。

23
翩
翩
体
態
軽
堪
挙

翩
翩
た
る
体
態

軽
く
し
て
挙
ぐ
る
に
堪
え
、

24
叱
咤
応
生
口
舌
香

叱
咤
せ
ば

応
に
口
舌
の
香
を
生
ず
べ
し
。

25
鳩�
鳳
履
襪
無
塵

鳩�
鳳
履

襪
に
塵
無
く
、

26
意
気
昂
蔵
絶
少
倫

意
気
昂
蔵
し

絶
え
て
倫
少
な
し
。

27
豈
是
綵�
出
女
帥

豈
に
是
れ

綵�
よ
り
女
帥
を
出
す
か
、

28
還
猜
錦
繖
来
夫
人

還
た
猜
す

錦
繖
よ
り
夫
人
を
出
す
か
と
。

29
氷
盈
犀
甲
寒
凝
鉄

氷

犀
甲
に
盈
ち

寒
く
し
て
鉄
を
凝
ら
し
、

30
紫
塞
黄
沙
風
惨
烈

紫
塞
の
黄
沙

風
惨
烈
た
り
。
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31
美
人
小
隊
出
郊
原

美
人
の
小
隊

郊
原
よ
り
出
で
、

32
笑
指
晴
皐
鷹
集
劣

笑
い
て
晴
皐
に
鷹
の
集
劣
す
る
を
指
さ
す
。

33
習
武
帰
来
不
掛
弓

武
を
習
い

帰
り
来
れ
ば

弓
を
掛
け
ず
し
て
、

34
臉
波
愁
膩
粉
光
融

臉
波

愁
膩

粉
光
融
け
た
り
。

35
丁
香
双
叩
錦�
纈

丁
香
を
双
叩
し

錦�
を
纈
し
、

36
羽
衣
未
脱�
脂
紅

羽
衣

未
だ
脱
せ
ず
し
て�
脂
紅
な
り
。

第
十
五
句
の
票
姚
と
は
も
と
漢
代
将
軍
の
名
号
で
あ
る
が
、
霍
去
病
が
票
姚
校
尉
と
な
っ
て
か
ら
は
、
霍
去
病
の
専
称
と
な
っ
た
。

こ
の
段
落
で
は
、
王
貞
儀
は
女
丈
夫
の
綺
麗
な
容
貌
よ
り
も
、
男
性
以
上
の
意
気
軒
昂
た
る
精
神
、
軍
事
上
の
才
能
に
光
を
当
て
る
こ

と
で
、
男
女
逆
転
の
世
界
を
見
事
に
築
き
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
三
十
五
句
と
三
十
六
句
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
武
芸
を
習
っ
た

後
の
女
丈
夫
は
、
画
家
の
手
に
よ
っ
て
、
綺
麗
に
着
飾
っ
た
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
王
貞
儀
は
、
画
家
の
遊
戯
的
な
創
作
態
度

に
対
す
る
不
満
や
、
こ
の
ま
ま
雌
伏
に
甘
ん
じ
て
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
胸
に
湧
き
起
こ
る
焦
燥
感
を
、
次
の
よ
う
に
歌
っ
た
。

37
因
思
画
工
大
有
意

因
り
て
思
う

画
工
は
大
い
に
意
有
り
て
、

38
偶
仮
娥
眉
作
游
戯

偶
た
ま
娥
眉
に
仮
り
て
游
戯
を
作
す
と
。

39
不
然
抜
舞
豈
無
人

然
ら
ず
ん
ば

抜
舞

豈
に
人
無
か
ら
ん
や
、

40
何
須
更
倣
公
孫
器

何
ぞ
更
に
公
孫
器
に
倣
う
を
須
い
ん
。

41
時
平
将
士
老
良
才

時
平
の
将
士

老
い
た
る
良
才
の
ご
と
く
、

42
徒
使
閨
媛
歎
落
埃

徒
ら
に
閨
媛
を
し
て
落
埃
を
歎
か
し
む
。

43
可
憐
学
書
不
学
剣

憐
れ
む
べ
し

書
を
学
び
て

剣
を
学
ば
ざ
れ
ば
、

44
途
窮
斫
地
歌
不
哀

途
窮
ま
り

地
を
斫
ち
て

不
哀
を
歌
う
。

45
我
観
此
巻
翻
然
失

我
れ
此
の
巻
を
観
る
に

翻
然
と
し
て
失
す
、

46
百
事
不
能
較
人
一

百
事

人
に
一
も
較
ぶ
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。

47
伏
雌
縮
蝟
徒
自
慙

伏
雌
縮
蝟
す
る
を

徒
ら
に
自
ら
慙
ず
る
も
、

清
代
の
閨
秀
詩
人
王
貞
儀
に
つ
い
て
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48
壮
情
往
復
懐
芳�
壮
情
往
復
し
て

芳�
を
懐
く
。

第
四
十
四
句
は
、
老
い
た
杜
甫
が
、
自
分
と
同
様
に
不
遇
の
青
年
王
郎
に
深
い
同
情
を
寄
せ
た

｢

短
歌
行
贈
王
郎
司
直｣

詩
の

｢

王

郎
酒
酣
抜
剣
斫
地
歌
莫
哀｣

(

王
郎
酒
酣
に
し
て
剣
を
抜
き
地
を
斫
っ
て
莫
哀
を
歌
う)

(『

杜
詩
詳
注』

巻
二
十
一)

と
い
う
表
現
を
踏
ま

え
た
も
の
で
あ
る
。
詩
の
後
半
の
部
分
で
は
、
彼
女
が
幼
い
頃
か
ら
大
志
を
抱
き
、
北
方
の
峻
烈
な
風
土
に
接
し
な
が
ら
、
化
粧
の
手

を
と
め
て
は
、
手
綱
を
と
り
豪
快
に
乗
馬
す
る
さ
ま
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
江
南
に
戻
っ
て
も
書
物
を
手
か
ら
離

そ
う
と
せ
ず
、
男
性
文
人
と
の
同
化
を
望
む
か
の
よ
う
に
行
動
し
た
彼
女
は
、
や
は
り
一
人
の

｢

丈
夫｣

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

49
憶
昔
歴
游
山
海
区

憶
う
昔

山
海
の
区
を
歴
游
し
、

50
三
江
五
岳
快
攀
途

三
江
五
岳

快
く
途
を
攀
す
。

51
足
行
万
里
書
万
巻

足
は
万
里
を
行
き

書
は
万
巻
、

52
嘗
擬
雄
心
勝
丈
夫

嘗
て
擬
す

雄
心
は
丈
夫
に
勝
る
と
。

53
西
出
臨
潼
東
黒
水

西
は
臨
潼
よ
り
出
で

東
は
黒
水
、

54
策
馬
駆
車
幼
年
喜

馬
に
策
し

車
を
駆
る
を

幼
年
よ
り
喜
ぶ
。

55
亦
曾
習
射
復
習
騎

亦
た
曾
て
射
を
習
い

復
た
騎
を
習
い
、

56
羞
調
粉
黛
逐
騎
靡

粉
黛
を
調
え
騎
靡
を
逐
う
を
羞
ず
。

57
帰
来
換
我
襦
衫
軽

帰
り
来
れ
ば

我
が
襦
衫
の
軽
き
に
換
え
、

58
幼
車
重
開
亦
有
情

幼
車
重
ね
て
開
け
ば
亦
た
情
有
り
。

59
復
爾
貞
吉
事
中
饋

復
爾
と
し
て
貞
吉
に
し
て
中
饋
を
事
と
し
、

60
猶
然�
畢
如
書
生

猶
然
と
し
て�
畢
す
る
こ
と
書
生
の
如
し
。

61
満
耳
紛
紛
聴
揚
播

満
耳
紛
紛
と
し
て

揚
播
を
聴
く
に
、

62
未
必
名
閨
可
虚
座

未
だ
必
ず
し
も
名
閨
は
虚
し
く
は
座
す
べ
か
ら
ず
。

63
秦
姫
趙
女
誇
妍
華

秦
姫

趙
女

妍
華
を
誇
り
、

64
相
逢
大
抵
嬌
無
那

相
逢
う
は

大
抵

嬌

那
と
も
す
る
無
し
。
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第
五
十
一
句
と
五
十
二
句
は
、
彼
女
の
颯
爽
と
し
た
鮮
烈
な
イ
メ
ー
ジ
を
よ
く
伝
え
る
も
の
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
第
六
十

句
の�
畢
は
書
物
を
読
む
の
意
で
あ
る
。
そ
し
て
、
詩
の
最
後
で
は
再
び
女
丈
夫
の
画
に
焦
点
を
合
わ
せ
、

65
吁
嗟
乎
、
画
図
中
人
孰
能
同

吁
嗟
乎

画
図
中
の
人

孰
か
能
く
同
じ
か
ら
ん
、

66
丈
夫
之
志
才
子
胸

丈
夫
の
志

才
子
の
胸
。

67
始
信
鬚
眉
等
巾
幗

始
め
て
信
ず

鬚
眉
の
巾
幗
に
等
し
き
を
、

68
誰
言
児
女
不
英
雄

誰
か
言
う

児
女
は
英
雄
な
ら
ず
と
。

と
強
い
反
語
を
以
て
、
自
身
の
姿
を
画
中
の
女
丈
夫
と
重
ね
合
わ
せ
、｢

鬚
眉｣

な
る
男
子
と
拮
抗
し
よ
う
す
る
逞
し
い
気
概
を
よ
く

表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文
学
の
想
像
世
界
に
お
い
て
、
彼
女
は
禁
じ
ら
れ
た
男
性
の
公
的
空
間
に
自
由
に
侵
入
し
、
女
性
の

抑
制
さ
れ
た
欲
望
を
一
気
に
迸
ら
せ
る
と
同
時
に
、
激
し
く
鬱
結
し
て
い
た
内
面
の
心
情
を
も
開
放
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
注
目
に
値
す
る
問
題
が
あ
る
。
清
の
閨
秀
詩
人
沈�
は

｢

題
二
喬
観
兵
書
図｣

(『

翡
翠
楼
詩
集』

、『

呉
中
女
士
詩
鈔』

所
収)

に
、

｢��
焚
尽
仗
東
風
、
応
借
奇
謀
閨
閣
中
。
曾
把
韜�
問
夫
婿
、
誰
言
児
女
不
英
雄
。
陰
符
偸
読
妨
描
黛
、
繍
帙
双
開
見
唾
絨
。
一
十

三
篇
労
指
授
、�
磯
餘
烈
本
呉
宮｣

(��
の
焚
け
尽
く
す
は
東
風
に
仗
る
も
、
応
に
奇
謀
を
閨
閣
中
に
借
る
べ
し
。
曾
て
韜�

を
把

り
て
夫
婿
に
問
う
、
誰
か
言
う
児
女
は
英
雄
な
ら
ず
と
。
陰
符
偸
か
に
読
み
て
黛
を
描
く
を
妨
げ
、
繍
帙
双
開
す
れ
ば
唾
絨
を
見
る
。

一
十
三
篇
は
指
授
を
労
し
、�
磯
の
餘
烈
は
本
よ
り
呉
宮
。)

と
詠
じ
て
い
る
。
比
較
し
て
み
る
と
、
沈�
作
の
第
四
句
・
第
七
句
と
、

王
貞
儀
作
の
第
六
十
八
句
・
第
七
句
と
は
、
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
沈
詩
の
第
五
句
と
王
詩
の
第
六
句
も
酷
似
し
て
お
り
、

更
に
第
二
句
も
、
王
詩
の
第
八
句
と
同
じ
く
、
女
性
の
才
智
は
男
性
に
凌
駕
す
る
と
い
う
趣
旨
に
な
っ
て
い
る
。

沈�
は
字
は�
孫
、
ま
た
散
花
女
史
、
戯
曲
作
家
沈
起
鳳

(
一
七
四
一
〜
一
八
〇
二)

の
娘
で
あ
る
。
彼
女
は
呉
中
十
子
の
一
員
で
あ

る
た
め
、『

翡
翠
楼
詩
集』

、『

繍
餘
集』

の
著
作
は
、
乾
隆
五
十
四
年
刊
行
の

『

呉
中
女
士
詩
鈔』

に
収
め
ら
れ
て
い
る

(�)

。
呉
県
に
在

籍
す
る
女
流
詩
人
の
選
集

『

呉
中
女
士
詩
鈔』

は
、
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
で
あ
る
張
滋
蘭
及
び
彼
女
の
夫
任
兆
麟
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
任
兆
麟
は
在
野
の
文
人
と
し
て
考
証
学
を
治
め
て
い
た
が
、
沈
徳
潜
門
下
の
王
鳴
盛
・
銭
大�
と
い
っ
た
当
時
の
大

学
者
と
の
交
遊
が
深
か
っ
た
。

沈�
の
生
卒
は
不
明
で
あ
る
が
、
王
貞
儀
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
活
躍
し
た
才
媛
で
あ
っ
た
。
二
人
の
著
作
を
調
べ
る
限
り
で
は
、
互
い

清
代
の
閨
秀
詩
人
王
貞
儀
に
つ
い
て
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の
交
流
の
跡
は
見
出
せ
な
い
の
だ
が
、『

呉
中
女
士
詩
鈔』

の
梓
行
が

『

徳
風
亭
初
集』

よ
り
早
い
こ
と
は
、
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ

る
。
で
は
、
果
た
し
て
王
貞
儀
は

『

呉
中
女
士
詩
鈔』

を
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
王
貞
儀
は

｢

題
呉
中
任
生
蘇
庵
詩
稿
後｣

(『

徳
風
亭

初
集』
巻
十
二)

で
、『

呉
中
女
士
詩
鈔』

の
編
集
者
任
兆
麟
の
息
子
任
蘇
庵
の
詩
を
称
え
て
い
る
。
ま
た
呉
中
十
子
の
陸
瑛
が
詠
ん
だ

｢

不
堪
多
病
逢
長
夜
、
況
復
懐
人
正
暮
秋｣

の
詩
句
を
王
貞
儀
は

｢

神
韻
あ
り｣

と
評
価
し
、
さ
ら
に
そ
の
詩
句
を
踏
ま
え
て

｢

正
値

懐
人
秋
又
暮
、
那
堪
多
病
夜
初
長｣

と
改
作
し
て
い
る

(�)

。
し
た
が
っ
て
、
王
貞
儀
は
、
著
作
の
中
で
直
接

『

呉
中
女
士
詩
鈔』

に
触
れ

て
い
な
い
に
せ
よ
、
恐
ら
く
こ
の
詩
集
を
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
学
に
お
け
る
独
創
性
を
ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
は
さ
て
お
き
、
か
り
に
王
貞
儀
が
沈�
の
律
詩

｢

題
二
喬
観

兵
書
図｣

か
ら
四
句
を
切
り
取
っ
た
の
だ
と
し
て
も
、
彼
女
は
雄
渾
な
筆
力
で

｢

題
女
中
丈
夫
図｣

と
い
う
長
編
に
お
い
て
、
大
喬
、

小
喬
を
は
じ
め
、
木
蘭
、
聶
隠
隠
、
虞
姫
と
い
っ
た
戦
場
で
自
ら
の
生
を
輝
か
せ
た
女
性
に
並
々
な
ら
ぬ
敬
慕
の
思
い
を
寄
せ
、
意
識

的
に
彼
女
た
ち
の
生
き
方
を
謳
歌
し
て
い
る
。
更
に
単
に
文
学
の
世
界
に
空
想
の
羽
を
広
げ
た
だ
け
で
は
な
く
、
詩
の
中
で
自
分
の
真

実
の
経
歴
を
証
拠
と
し
て
挙
げ
、
自
ら
を
鮮
烈
な
輝
き
を
放
っ
て
い
る
巾
幗
英
雄
の
系
譜
に
繋
げ
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
と
認
め
ざ
る

を
得
な
い
だ
ろ
う
。

四

強
烈
な
自
己
実
現
の
夢

強
烈
な
自
己
実
現
へ
の
願
望
を
も
っ
た
王
貞
儀
は

｢
感
賦｣

(『

徳
風
亭
初
集』

巻
十)

で
、
自
己
の
人
生
の
理
想
に
対
す
る
欲
求
を
次

の
よ
う
に
歌
い
上
げ
て
い
る
。

１
抜
剣
欲
舞
室

我
非
聶
隠
娘

剣
を
抜
き
て
室
に
舞
わ
ん
と
欲
す
る
も
、
我
は
聶
隠
娘
に
非
ず
。

３
張
琴
待
鼓
曲

我
非
漢
女
滄

琴
を
張
り
曲
を
鼓
せ
ん
と
待
つ
も
、
我
は
漢
女
滄
に
非
ず
。

詩
の
冒
頭
の
部
分
で
王
貞
儀
は
、
再
び
自
分
が
憧
れ
を
寄
せ
る
人
物
を
登
場
さ
せ
、
縦
横
無
尽
に
刃
物
を
振
う
テ
ロ
リ
ス
ト
聶
隠
娘

や
、
漢
水
の
ほ
と
り
で
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
乱
舞
す
る
神
女
を
羨
む
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
彼
女
た
ち
の
よ
う
に
自
己
の
活
躍

の
場
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
王
貞
儀
は
、
そ
の
挫
折
感
を
紛
ら
せ
る
た
め
に
、
夢
の
中
で
理
想
的
な
仙
界
に
自
ら
の
精
神
を

自
由
に
遊
ば
せ
、
儒
教
社
会
の
重
い
桎
梏
か
ら
解
放
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。
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５
願
言
夢
遊
仙

飄
然
駕
鸞
鳳

願
わ
く
は
言
に
遊
仙
を
夢
み
、
飄
然
と
し
て
鸞
鳳
に
駕
せ
ん
。

７
桃
花
春
浪
碧
復
碧

軽
雲
飛
越
過
三
湘

桃
花

春
浪

碧
く
復
た
碧
く
、
軽
雲
を
飛
び
越
え
て

三
湘
を
過
ぐ
。

９
如
乗
蝶
翅
下
瀛
海

六
銖
衫
底
行
鴛
鴦

蝶
翅
に
乗
ず
る
が
如
く
瀛
海
に
下
り
、
六
銖
衫
底

鴛
鴦
行
く
。

11
采
采
朱
蘭
翠
水
浦

紫
瓊�
裏
烹
霞
光

采
采
た
る
朱
蘭
、
水
浦
に
翠
た
り
、
紫
瓊�
裏
に
霞
光
を
烹
る
。

13
青
禽
化
却
鸚
鵡�
金
蓋
翦
作
芙
蓉
裳

青
禽
は
鸚
鵡
の�
に
化
却
し
、
金
蓋
は
芙
蓉
の
裳
に
翦
作
す
。

15
丹
顔
漆
髪
独
難
老

廣
寒
天
闕
随�
翔

丹
顔

漆
髪

独
り
老
い
難
く
、
廣
寒
の
天
闕

随
い
て�
翔
す
。

彼
女
は
夢
の
中
で
鳳
凰
を
御
し
、
何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
な
い
飛
翔
を
楽
し
み
、
美
し
い
自
然
と
戯
れ
て
い
る
。
天
空
か
ら
は
、
朱

蘭
・
翠
水
・
紫
瓊
・
青
禽
・
金
蓋
と
目
ま
ぐ
る
し
い
ば
か
り
に
多
様
な
色
彩
が
次
々
と
目
に
飛
び
込
ん
で
き
て
、
華
麗
な
仙
界
の
絵
巻

が
見
事
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
十
五
句
と
十
六
句
は
、
仙
人
の
よ
う
に
年
を
取
ら
ず
に
積
極
的
に
生
き
ん
と
す
る
希
望
、
及
び

そ
の
自
由
無
碍
な
生
活
を
賛
美
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
結
局
仙
人
に
出
会
う
こ
と
は
果
た
せ
ず
、
第
二
十
一
句
と
二
十
二
句
の
、
最
後
に
幻
滅
を
知
っ
た
時
の
沈
痛
な
心
の
叫
び

に
は
、
彼
女
の
や
り
場
の
な
い
鬱
屈
し
た
悲
哀
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

17
吁
嗟
乎

神
仙
殤
去
已
幾
許

吁
嗟
乎

神
仙

殤
去
し
て
よ
り
已
に
幾
許
ぞ
、

18
空
労
服
食
求
瓊
漿

空
し
く
服
食
を
労
し

瓊
漿
を
求
む
。

19
一
時
尸
蛻
等
秋
草

誰
治
金
棺
葬
玉
房

一
時
に
尸
蛻
す
れ
ば
秋
草
に
等
し
く
、
誰
か
金
棺
を
治
め
玉
房
に
葬
ら
ん
。

21
不
若
遯
世
飲
醇
酒

酔
消
三
万
六
千
場

若
か
ず

世
を
遯
れ

醇
酒
を
飲
ま
ん
に
は
、
酔
う
て
消
さ
ん

三
万
六
千
場
。

か
つ
て
李
白
は

｢

百
年
三
万
六
千
日
、
一
日
須
傾
三
百
杯｣

(
百
年

三
万
六
千
日

一
日

須
ら
く
傾
く
べ
し
三
百
杯)

(『

李
白
集

校
注』

巻
七

｢

襄
陽
歌｣)

と
酒
へ
の
愛
を
う
た
っ
た
が
、
王
貞
儀
は
空
想
の
世
界
に
お
い
て
希
望
と
絶
望
の
調
子
を
取
り
混
ぜ
て

｢

酔
消

三
万
六
千
場｣

と
高
唱
し
、
酒
に
よ
っ
て
胸
の
内
な
る
悲
哀
を
晴
ら
そ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。

王
貞
儀
と
詩
的
交
際
の
あ
っ
た
袁
枚
の
女
弟
子
駱
綺
蘭
は
、｢

小
年
性
格
愛
豪
粗
、
惹
得
人
称
女
丈
夫｣

(

小
年
よ
り
性
格
、
豪
粗
を

愛
す
、
惹
き
得
た
り
、
人
の
女
丈
夫
と
称
す
る
を)

(『

聴
秋
軒
詩
集』

巻
一

｢

自
嘲｣)
と
、
柔
順
な
女
性
と
は
異
な
る

｢

女
丈
夫｣

と
い
う

自
分
の
形
象
を
誇
り
に
し
て
い
た
。
彼
女
も
ま
た

｢

紀
夢
詩｣

八
首

(『

聴
秋
軒
詩
集』
巻
二)

に
お
い
て
、｢

夢
入
層
霄
上
、
星
冠
著
羽

清
代
の
閨
秀
詩
人
王
貞
儀
に
つ
い
て
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裙｣
(

夢
に
層
霄
の
上
に
入
り
、
星
冠
、
羽
裙
を
著
く)

(

そ
の
一)

、｢

夢
作
青
衿
客
、
徴
才
赴
選
場｣

(

夢
に
青
衿
の
客
と
作
り
、
才
を

徴
せ
ら
れ
て
選
場
に
赴
く)

(

そ
の
三)

、｢

夢
領
豼
貅
隊
、�
槍
掃
霧
霾｣

(

夢
に
豼
貅
の
隊
を
領
し
、�
槍
、
霧
霾
を
掃
う)

(

そ
の
七)

と
詠
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詩
句
が
示
す
よ
う
に
、
駱
綺
蘭
は
夢
を
記
し
た
詩
を
通
し
て
、
仙
人
に
な
る
こ
と
、
科
挙
を
受
験
す
る
こ

と
、
戦
場
で
戦
う
こ
と
な
ど
現
実
に
は
充
足
で
き
な
い
願
望
を
吐
露
し
た
ほ
か
、
男
性
に
し
か
従
事
で
き
な
い
分
野
に
も
挑
戦
せ
ん
と

す
る
態
度
を
見
せ
て
い
る
。
夢
の
中
の
清
代
才
媛
は
、
儒
教
社
会
が
女
性
に
加
え
た
桎
梏
か
ら
解
放
さ
れ
た
か
の
如
く
、
体
も
心
も
恣

に
飛
翔
し
、
堂
々
た
る
自
信
と
活
発
な
行
動
力
に
よ
っ
て
自
己
実
現
の
欲
望
を
表
現
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
錚
々
た
る
清
代
の
才

媛
に
と
っ
て
夢
を
詠
じ
る
こ
と
の
意
味
は
、
単
に
自
分
の
願
望
充
足
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
心
に
秘
め
た
理
想
的
な
世
界
を
求
め
る
た

め
の

｢

遠
遊｣

へ
の
切
な
る
渇
望
で
あ
っ
た
と
看
做
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る

(�)

。

終
わ
り
に

以
上
王
貞
儀
の
詩
文
の
中
か
ら
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
を
い
く
つ
か
取
上
げ
て
検
討
し
て
み
た
が
、
そ
の
特
色
を
ま
と
め
る
な

ら
ば
、
い
た
ず
ら
に
華
麗
な
修
辞
を
施
す
こ
と
な
く
、
勇
壮
豪
快
な
表
現
が
な
さ
れ
、
高
揚
し
た
感
情
が
躍
動
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
袁
枚
は

『

随
園
詩
話
補
遺』

巻
八
の
三
十
四
に
お
い
て
彼
女
の

｢

過
潼
関｣

、｢

登
岱｣

、｢

辰�
道
中｣

と
い
っ
た
叙
景
の
詩
を
取

上
げ
て

｢

倶
有
奇
傑
之
気
、
不
類
女
流

(

倶
に
奇
傑
の
気
有
り
て
、
女
流
に
類
せ
ず)｣

と
称
揚
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
北
方
の
大

自
然
の
威
容
を
詠
じ
た
王
貞
儀
の

｢

不
類
女
流｣

の
作
品
は
、
袁
枚
の
女
弟
子
た
ち
を
は
じ
め
、
当
時
多
く
輩
出
し
た
閨
秀
詩
人
ら
に

よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
清
乾
隆
期
を
代
表
す
る
繊
細
柔
美
な
詩
風
と
は
、
ま
た
異
な
っ
た
一
境
界
を
開
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

｢

題
女
中
丈
夫
図｣

詩
の
如
く
、
王
貞
儀
は
し
ば
し
ば
儒
教
道
徳
の
要
求
す
る
幽
閑
貞
静
な
性
格
と
は
全
く
乖
離
し
た
女
性
に
深
い

思
い
を
寄
せ
、
聶
隠
娘
の
よ
う
な
勇
武
で
豪
快
な
女
性
を
自
分
の
生
き
方
の
モ
デ
ル
と
考
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

女
性
が
武
器
を
手
に
す
る
と
い
う
そ
の
激
し
い
行
為
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
清
代
の
才
媛
の
胸
裏
に
は
、
性
差
に
ま
つ
わ
る
あ
ら
ゆ
る

因
習
を
乗
り
越
え
、
家
父
長
制
文
化
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
高
揚
し
た
精
神
が
躍
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

清
代
の
文
学
環
境
か
ら
考
え
る
と
、
王
貞
儀
は
確
か
に
女
性
と
し
て
傑
出
し
た
存
在
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
決
し
て
特
異
な
存
在
で

は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
明
清
時
代
に
は
尚
武
の
女
性
が
夥
し
く
実
在
し
て
い
た
し
、
こ
の
よ
う
な
女
性
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
戯
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曲
、
小
説
、
弾
詞
も
数
多
く
作
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
女
性
の
手
に
な
る
女
子
尚
武
の
文
学
作
品
は
、
女
性
＝
筋
力
不
足
、

弱
者
、
男
性
に
従
属
し
た
存
在
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
破
ろ
う
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
男
性
の
独
占
す
る
公
的
領
域
へ
の
憬
れ
の

気
持
ち
を
も
漏
ら
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、｢

丈
夫
の
気
象｣

に
満
ち
た
詩
風
を
目
指
し
、
男
性
的
価
値
基
準
に
か
な

り
傾
斜
し
て
い
た
清
代
才
媛
の
文
学
主
張
は
、
実
は
、
文
学
の
世
界
に
お
い
て
男
性
を
凌
駕
し
よ
う
と
す
る
彼
女
た
ち
の
誇
り
高
い
自

己
肯
定
の
声
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
角
度
を
変
え
て
考
え
る
な
ら
ば
、
女
性
た
ち
が
文
学
創
作
に
際
し
て
女
性
な
ら
で
は
の
表
現
力
を
伸
ば
す
こ
と
な
く
、
専
ら

男
性
的
な
風
格
に
倣
っ
た
た
め
に
、
か
え
っ
て
女
性
の
文
芸
活
動
を
阻
害
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た

(�)

。
し
か
も
女
性
の
立
場
か
ら
ひ
た
す

ら
女
性
的
情
調
を
も
っ
た
作
品
を
貶
め
る
こ
と
は
、
自
ら
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
す
る
不
満
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
家
父
長
制

文
化
の
制
約
の
下
に
置
か
れ
た
才
媛
の
ど
う
に
も
な
ら
な
い
遺
憾
の
情
を
反
映
し
た
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

か
く
の
ご
と
く
、
王
貞
儀
の
脂
粉
の
気
を
除
去
す
る
文
学
観
は
、
女
性
意
識
に
よ
る
主
体
性
の
追
求
と
ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
も
の

の
、
以
上
述
べ
て
き
た
清
代
才
媛
た
ち
の
複
雑
な
精
神
的
動
向
を
如
実
に
反
映
し
た
も
の
と
し
て
、
清
代
の
社
会
文
化
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
を
新
た
に
考
え
る
際
に
は
、
無
視
で
き
な
い
問
題
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

注

(

１)

合
山
究
は

『

明
清
時
代
の
女
性
と
文
学』

(

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年)

第
四
篇
第
一
章

｢

明
清
時
代
に
お
け
る
巾
幗
鬚
眉
の
系
譜｣

で
、
王
貞
儀
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

(

２)

王
者
輔
に
関
し
て
は

『

備
修
天
長
県
志
稿』

(『

中
国
方
志
叢
書』
成
文
出
版
社)

巻
八
上
を
参
照
。

(

３)
『

徳
風
亭
初
集』

朱
緒
曾

(

述
之)

の
跋
文
に

｢

先
大
父
惺
斎
公
読
書
記
云
、
吉
林
捐
館
、
手
蔵
書
七
十
五
櫃
、
徳
卿
護
持
而
渉
猟
焉｣

と
あ
る
。

(

４)
『

徳
風
亭
初
集』

巻
十
二

｢

題
女
中
丈
夫
図｣

詩
の
注
に

｢

余
年
十
一
、
侍
先
大
母
董
太
恭
人
之
吉
林
、
遂
偕
白
鶴
仙
、
陳
宛
玉
、
呉

小
蓮
諸
女
士
、
読
書
于
ト
太
夫
人
之
門｣

と
あ
る
。
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(

５)
『

徳
風
亭
初
集』

巻
一

｢

陳
宛
玉
女
史
吟
香
楼
詩
集
序｣

の
記
述
を
参
照
。

(
６)

『

徳
風
亭
初
集』

巻
一

｢

送
白
太
夫
人
帰
大
興
序｣

の
記
述
を
参
照
。

(

７)
『

徳
風
亭
初
集』

小
伝
に

｢

貞
儀
…
…
学
射
於
蒙
古
阿
将
軍
之
夫
人
、
発
必
中
的
、
跨
馬
如
飛｣

と
。

(

８)
王
貞
儀
の
名
は
、
諸
可
宝
編

『

疇
人
伝
三
編』

巻
七
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(

９)

蒋
宝
齢

『
墨
林
今
話』

巻
十

｢

銭
九
英
得
南
楼
老
人
伝
授｣

の
内
容
を
参
照
。

(

10)

朱
緒
曾

『
開
有
益
斎
読
書
志』

巻
五

｢

徳
風
亭
初
集｣

の
記
述
に
よ
る
。
王
貞
儀
の
詩
は
朱
緒
曾
編
纂
の

『

金
陵
詩
徴』

巻
四
十
七
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。

(

11)
『

徳
風
亭
初
集』
巻
四

｢

答
胡
慎
容
夫
人｣

に

｢

昨
月
更
接
令
妹
夫
人
札
、
…
…
彼
来
書
中
又
有
論
儀
之
詩
太
勁
潔
、
不
免
失
閨
閣
本

来
面
目｣

と
あ
る
。
胡
慎
容
は
袁
枚
の
詩
友
胡
天
游

(

稚
威)

の
妹
で
あ
る
。
著
作
に

『

紅
鶴
山
荘
詩
鈔』

二
巻
が
あ
り
、
蒋
士
銓
の
序

文
が
附
さ
れ
て
い
る
。

(

12)

合
山
究
著
、
前
掲
書
第
四
篇
第
二
章
、
五
八
九
ペ
ー
ジ
の
論
述
を
参
照
。

(

13)
『

徳
風
亭
初
集』

巻
十
に

｢

謝
句
容
駱
秋
亭
女
士
寄
恵
洋
箋｣

、
巻
十
二

｢

丁
未
至
日
周
素
修
、
張
亜
雲
、
陳
淑
蘭
三
夫
人
同
過
冷
韻
軒
、

留
飲
聯
句｣

、
巻
十
一

｢

送
別
徐
姐
裕
馨
回
銭
塘｣

、
巻
十

｢

月
下
同
許
燕
珍
夫
人
作｣

が
あ
る
。

(

14)

清
の
乾
隆
期
に
、
江
蘇
呉
県
の
女
詩
人
張
滋
蘭
・
張
芬
・
陸
瑛
・
李�
・
席�
文
・
朱
宗
淑
・
江
珠
・
沈�
・
尤
澹
仙
・
沈
持
玉
は

｢

呉
中
十
子｣

と
号
し
、｢

清
渓
吟
社｣

を
結
び
、『
呉
中
女
士
詩
鈔』

を
刊
行
し
た
。
彼
女
た
ち
の
詳
し
い
履
歴
は
、
梁
乙
真

『

清
代
婦

女
文
学
史』

(

中
華
書
局
出
版)

第
二
編
第
七
章

｢

呉
中
七
子｣

を
参
照
。
乾
隆
年
間
刊
の

『

呉
中
女
士
詩
鈔』

は
現
在
東
京
大
学
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
梁
乙
真

『

清
代
婦
女
文
学
史』
と
胡
文
楷

『

歴
代
婦
女
著
作
考』

で
は

『

呉
中
十
子
詩
鈔』

に
作
る
。

(

15)
『

徳
風
亭
初
集』

巻
十
二
に

｢

秋
夜
病
中
、
読
呉
中
女
士
陸
瑛
懐
女
伴
詩
、
内
有
不
堪
多
病
逢
長
夜
、
況
復
懐
人
正
暮
秋
一
聯
、
極
有

神
韻
、
因
略
用
其
語
而�
続
成
律｣

詩
が
あ
る
。
王
貞
儀
が
読
ん
だ
の
は
陸
瑛
の

『

賞
奇
楼
蠹
餘』

(『

呉
中
女
士
詩
鈔』

所
収)

｢

秋
夜

懐
婉
兮
、
清
渓
諸
同
学｣

詩
で
あ
る
。

(

16)

鍾
慧
玲

｢

深
閨
星
空

清
代
女
作
家
記
夢
詩
探
論｣

(『

漢
学
研
究』

第
二
十
七
巻
一
期
、
二
〇
〇
九
年
三
月)

を
参
照
。

(

17)

合
山
究
著
、
前
掲
書
第
四
篇
第
二
章
第
五
節
五
九
二
ペ
ー
ジ
の
論
述
を
参
照
。

中
国
文
学
論
集

第
三
十
八
号

106


